
　大正１０年4月1日～大正１１年3月31日にお生まれになった方々です。
　これからも、健やかに過ごされますよう心からお祈りいたします。

（勧修学区）	 今村 ふみさん、杉浦 江さん
（音羽学区）	 江島 鶴之助さん、永原 きよさん
（安朱学区）	 井上 冨美枝さん、 森本 静子さん、越智 梓さん
（陵ヶ岡学区）	 石井 和枝さん、藤川 明子さん
（大宅学区）	 柳澤 は 子さん、藤井 ユキ子さん、
	 山本 千代子さん、嶋田 峰子さん
（山階南学区）	 野﨑 アキさん、佐藤 英子さん、
	 岡田 哲男さん、上田 春男さん

（百々学区）	 北川 健一さん
（大塚学区）	 清水 ルイさん、	宮本 茂さん
（小野学区）	 山本 スヱノさん、	松村 小治郎さん
（音羽川学区）	 加藤 キヨ子さん、	片桐 文子さん、
	 北村 ユキさん、	 林 タヨさん
（西野学区）	 茂田 ゆり子さん、	段田 幸子さん

※公表のご了承をいただいた方のみ掲載。（８月１５日現在）

～敬老の日～   100歳おめでとうございます

『救急車を呼ぶ？』
『病院へ行く？』
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　判断に迷ったら『＃７１１９』に相談を！！
　急な病気やけがをしたとき、救急車を呼
んだ方がいいか、今すぐ病院に行った方が
いいかなど、判断に迷うときは「救急安心
センターきょうと（＃７１１９）」で電話相談
ができます。
　看護師が病気やけがの状況をお伺いし、助言や案内
を行います。

◆�携帯・スマートフォン・プッシュ回線からは
「＃７１１９」
◆ダイヤル回線・ＩＰ電話などからは
０５７０-００-７１１９
（いずれも相談料不要。通話料のみ相談
者負担。）24時間３６５日対応！！

「呼吸をしていない」、「脈がない」、「意識がな
い」、「大量に出血している」などの場合は、た
めらわず１１９番通報を！！

� 問合せ 山科消防署（☎592-9755）

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響で生活様式が大きく変わる今、高
齢者支援の在り方はどう変化しているのでしょうか。山階地域包括支援セ
ンターの白山センター長にお話を伺いました。

　高齢者への訪問活動は電話や短時間の訪問に切り替えて行っています。運動や交流の場がなくなっ
たことで、それに代わる介護サービスを求める声や、ワクチン接種に関する相談、長引く自粛生活の影響
による認知機能の低下を心配するご家族の声も聞きます。地域包括支援センター内でも、介護が必要
な前段階である“フレイル”になる方が増えることを心配しており、区役所と連携して対策をとっていると
ころです。

　山科区の高齢者支援は地域の力に支えられています。心配なこと、不安な時に相談
できる場所があることを知ってほしい、どうしたら元気に過ごしていけるか、一緒に考え
ていきましょう。

　地域包括支援センターでは、介護が必要になった時だけではなく、介
護予防に関することなど、様々な相談に乗っています。介護や日々の生
活でお悩みのことがあれば、まずは最寄りの地域包括支援センター（高
齢サポート）にご相談ください。
各地域の地域包括支援センター（高齢サポート）の情報はこちらから�→

フレイルとは
介護が必要と
なる前の「虚
弱」な状態のこ
とです。

コロナ禍で相談内容や活動に変化はありましたか？

問合せ 区健康長寿推進課�健康長寿推進担当（☎592-3222）
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ェ
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。
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と
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問合せ 区健康長寿推進課�健康長寿推進担当（☎５９２-3２２２）

区民のみなさんにメッセージをお願いします。

やましなコラムやましなコラム ～コロナ禍に見る高齢者支援～

市　民　し　ん　ぶ　ん　山科区版　　 第309号　　令和3年9月15日　（4）再生紙・植物油インクを使用しています。
不要になれば古紙回収等に出してください。

市民しんぶんへの広告（１～４面下欄）を募集中。【問合せ】販売代理店の（株）ホープ ( ☎ 092-716-1401)　 ※広告内容等は市が推奨するものではありません。




